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Meta-learning based on neural Gaussian processes

ニューラルガウス過程に基づくメタ学習技術

少ないデータで高精度な空間予測を実現します

どんな研究
機械学習で空間データの予測精度を高めるためには十分な量のデータが必要です。本研究では、複数の地域や
センサのデータから学習の仕方を学習する新たなメタ学習技術を提案し、異なる地域やセンサの少量のデータ
からでも空間予測の精度を向上できるようにしました。

どこが凄い
複雑なデータを扱うことが可能な深層学習と、少量データしかない場合に効率的な学習が可能なガウス過程を
融合した、ニューラルガウス過程モデルをメタ学習に新たに組み入れることにより、効果的な学習を実現しま
した。本技術により、従来法に比べ高い空間予測精度を達成しました。

めざす未来
本技術は、少数の観測地点データに基づく大域的な大気汚染状況の把握や、短期間データからの交通量予測な
どに応用できます。今後、メタ学習技術をさらに発展させ、少量データしか得られない場合でも正確で信頼性
の高いAIを構築可能にし、AIの活用シーンを拡大していきます。
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